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１ はじめに 

少子化や高齢化が進み、働き方や家族形態が変化する中で、近年、家事や家族

の世話などをする子ども、いわゆるヤングケアラーに関する問題が、社会的な課

題として浮き彫りになっています。 

ヤングケアラーは、本来担うべきではない責任や負担を背負うことで、学業や

友人関係などに影響が出てしまうことがあります。友人と遊ぶことができない、

勉強する時間が足りない、睡眠が十分にとれないといったものから、ケアのこと

を誰にも話すことができず孤独を感じる、ケアにストレスを感じるといったも

のまで、子ども本人の心身に大きな負担がかかります。 

ヤングケアラーが「自分は一人じゃない」「誰かに頼ってもいい」と気付き、

子どもが子どもとしての時間を過ごすことが大切です。 

子どもが子どもとしての時間を過ごせるよう、子ども自身の権利が守られる

ことを目的に、ヤングケアラーとその家庭を支えるための「早期発見・支援マニ

ュアル」を作成しました。 

ヤングケアラーを早期に発見し、支援するにあたっての一助として、本マニュ

アルを御活用いただければ幸いです。 

 

２ ヤングケアラーとは 

令和６年６月に『子ども・若者育成推進法』の改正があり、同法の基本理念を

定めた第２条第７号において、そのこども・若者の意思を十分尊重しつつ、必要

な支援を行う「社会生活を円滑に営む上での困難を有する子ども・若者」として、

「家族の介護その他の日常生活上の世話を過度に行っていると認められる子ど

も・若者」（以下、「ヤングケアラー」という。）が明記されました。 

ヤングケアラーの定義中の「過度に」について、こどもにおいては、こどもと

しての健やかな成長・発達に必要な遊びや勉強等の時間を奪われたり、ケアに伴

い身体的・精神的負荷がかかったりすることによって、負担が重い状態になって

いる場合を指すものであることとされています。 

ヤングケアラーがしている「家族の日常生活上の世話」としては、介護に加え、

食事の準備、掃除、洗濯といった家事や、見守り、きょうだいの世話、感情面の

サポートなどが挙げられます。 

ヤングケアラーが行うケアとして、具体的には、次のものが想定されます。 
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家庭の中で、保護者の就労や養育・扶養機能と、家事・育児・介護等の家族

のケアニーズとのバランスがとれている状態から、家族が病気になったり、介

護が必要になったことなどによりケアニーズが増えたり、例えば親の離婚やそ

れに伴う就労時間の増加などにより養育・扶養機能が不十分になったりする

と、そのバランスが崩れます。 

そのバランスをとるために必要となるサポートを親族等や公的なサービスか

ら受けることができない、またはそのサポートが十分でない場合に、子どもが

家族のケアニーズを支える側にまわり、バランスをとるという状況が発生しま

す。 

一度この状態になってしまうと、バランスを保ち続けるために、子どもがケ

アを担い続けざるを得ない家族のシステムとなってしまうのです。 

子どもの年齢によっては、自身や家族の置かれている状況が理解できない可

能性があり、世話をするのが当たり前と考えてしまい、たとえ大変な負担とな

っていたとしても、自ら周囲へ相談することが難しくなってしまうことが考え

られます。 

厚木市が令和４年度に行った実態調査においても、「世話をしている家族が

いる」と回答した小学６年生が 11.4％、中学２年生が 7.9％と、全国調査より

も高い割合となっています。 

まずは、周囲の大人が子どもの置かれた状況に気づき、声をかけることから

支援が始まります。 
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３ 子どもの権利からみたヤングケアラーについて 

 ヤングケアラーと思われる子どもに気付くためには、「２ ヤングケアラー

とは」にあるような状況のほか、「子どもの権利条約」に定められた権利が侵

害されている可能性があるかといった視点も重要です。 

 権利の侵害までには至らなくても、そのような兆候を感じた場合は、子ども

自身や家族の状況をよく確認し、子どもの気持ちに気を配りましょう。 

 

【子どもの権利条約からみた、ヤングケアラーと関係の深い子どもの権利】 

（「日本ユニセフ協会抄訳から抜粋：条項順） 

第３条 

子どもにもっともよいことを  

 

第６条 

生きる権利・育つ権利 

 

 

 

第 12条 

意見を表す権利 

 

 

第 13条 

表現の自由 

 

第 24条 

健康・医療への権利 

 

第 26条 

社会保障を受ける権利 

 

第
だい

12条
じょう

【意見
い け ん

を 表
あらわ

す権利
け ん り

】 

子
こ

どもは、自分
じ ぶ ん

に関係
かんけい

のあることについ

て自由
じ ゆ う

に自分
じ ぶ ん

の意見
い け ん

を 表
あらわ

す権利
け ん り

をもって

います。その意見
い け ん

は子
こ

どもの発達
はったつ

に応
おう

じ

て、じゅうぶん考慮
こうりょ

されなければなりま

せん。 

 

第
だい

３条
じょう

【子
こ

どもにもっともよいことを】 

子
こ

どもに関係
かんけい

のあることが決
き

められ、 行
おこな

わ

れるときには、子
こ

どもにもっともよいこと

は何
なに

かを第一
だいいち

に 考
かんが

えなければなりません。 

第
だい

６条
じょう

【生
い

きる権利
け ん り

・育
そだ

つ権利
け ん り

】 

すべての子
こ

どもは、生
い

きる権利
け ん り

・育
そだ

つ権

利をもっています。 

第
だい

13条
じょう

【表 現
ひょうげん

の自由
じ ゆ う

】 

子
こ

どもは、自由
じ ゆ う

な方法
ほうほう

でいろいろな情 報
じょうほう

や

考
かんが

えを伝
つた

える権利
け ん り

、知
し

る権利
け ん り

をもっていま

す。 

第
だい

24条
じょう

【健康
けんこう

・医療
いりょう

への権利
け ん り

】 

子
こ

どもは、健康
けんこう

でいられ、必要
ひつよう

な医療
いりょう

や

保健
ほ け ん

サービス受
う

ける権利
け ん り

をもっていま

す。 

第
だい

26条
じょう

【社会
しゃかい

保障
ほしょう

を受ける権利
け ん り

】 

子
こ

どもは、生活
せいかつ

していくのにじゅうぶん

なお金
かね

がないときには、国
くに

からお金
かね

の

支給
しきゅう

などを受
う

ける権利
け ん り

をもっています。 
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第 27条 

生活水準の確保 

 

第 28条 

教育を受ける権利 

 

第 31条 

休み、遊ぶ権利 

 

第 32条 

経済的搾取・有害な労働

からの保護 

 

第 36条 

あらゆる搾取からの保護 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第
だい

27条
じょう

【生活
せいかつ

水 準
すいじゅん

の確保
か く ほ

】 

子
こ

どもは、 心
こころ

やからだがすこやかに成 長
せいちょう

で

きるような生活
せいかつ

を送
おく

る権利
け ん り

をもっています。

親
おや

(保護者
ほ ご し ゃ

)はそのための第一
だいいち

の責任者
せきにんしゃ

です

が、必要
ひつよう

なときは、食
た

べるものや着
き

るもの、

住
す

むところなどについて、国
くに

が手助
て だ す

けしま

す。 

  

第
だい

28条
じょう

【教 育
きょういく

を受
う

ける権利
け ん り

】 

子
こ

どもは、教 育
きょういく

を受
う

ける権利
け ん り

をもってい

ます。国
くに

は、すべての子
こ

どもが小学校
しょうがっこう

に

行
い

けるようにしなければなりません。さら

に上
うえ

の学校
がっこう

に進
すす

みたいときには、みんなに

そのチャンスが与
あた

えられなければなりませ

ん。学校
がっこう

のきまりは、子
こ

どもの尊厳
そんげん

が守
まも

ら 

れるという 考
かんが

え方
かた

からはずれるもの

であってはなりま

せん。 

第
だい

31条
じょう

【休
やす

み、遊
あそ

ぶ権利
け ん り

】 

子
こ

どもは、休
やす

んだり、遊
あそ

んだり、文化
ぶ ん か

芸 術
げいじゅつ

活動
かつどう

に参加
さ ん か

したりする権利
け ん り

もってい

ます。 

第
だい

32条
じょう

【経済的
けいざいてき

搾取
さくしゅ

・有害
ゆうがい

な労働
ろうどう

からの 

保護
ほ ご

】 

子
こ

どもは、むりやり 働
はたら

かされたり、そのた

めに教 育
きょういく

を受
う

けられなくなったり、 心
こころ

やか

らだによくない仕事
し ご と

をさせられたりしないよ

うに守
まも

られる権利
け ん り

をもっています。 

 

第
だい

36条
じょう

【あらゆる搾取
さくしゅ

からの保護
ほ ご

】 

国
くに

は、どんなかたちでも、子
こ

どもの 幸
しあわ

せ

をうばって利益
り え き

を得
え

るようなことから 

子
こ

どもを守
まも

らなければなりません。 
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４ ヤングケアラー・コーディネーターの役割について 

 ヤングケアラー・コーディネーターは、ヤングケアラーを発見・把握した場

合に、家庭の状況に応じ、適切なサービスにつなげられるよう、関係機関、団

体等と連携して相談・支援、適切な機関へのつなぎを行う専門職です。 

 そのため、ヤングケアラー・コーディネーターには、ヤングケアラーについ

ての知識だけでなく、児童福祉、障がい福祉、生活福祉、高齢福祉、医療・看

護、保健、教育、地域など、多岐にわたる知識や理解、そして各分野の関係機

関との連携も求められます。 

 厚木市では、令和５年４月から、ヤングケアラーへの支援体制を強化するた

め、ヤングケアラー・コーディネーターを配置しています。 

 ヤングケアラー・コーディネーターが行う業務は次のとおりです。 

 

【ヤングケアラー・コーディネーターが行う業務】 

○相談支援・助言 

 ヤングケアラー本人や家族からの相談だけでなく、関係機関等からのヤン

グケアラーに関する相談に対し、ヤングケアラーの家庭の状況に応じ、助言

を行い、適切な福祉サービスのほか必要な支援につなげる。 

○関係機関等への研修 

 関係機関等を対象に、ヤングケアラーの支援に関する研修等を実施する。 

○支援者団体との連携 

 支援が必要とされるヤングケアラーについて、学校に通えていない、または

家族以外とのつながりがないなどの場合も含め、子ども食堂、学習支援、見守

り訪問、家事・育児支援等を行う支援者団体とも連携を図る。 

○支援体制の構築 

 ヤングケアラーを支援するための体制の構築を図る。 
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５ ヤングケアラーの早期発見方法 

「ヤングケアラーがいるかもしれない」ということを常に意識しておくこと

が早期発見には大切です。また、ヤングケアラーは、ケアの負担の大きさか

ら、子ども本人の様子、家庭状況や生活状況に変化が見られることが考えられ

ます。 

その変化に周りの人がいち早く気づくことで、ヤングケアラーの早期発見に

つながります。現在の様子のみを見るだけではなく、これまでと比べて変化し

ているか（増減しているか）に着目する必要があります。 

子どもや家庭に表れている変化には次のようなものがあります。 

 

〈表れている変化（例）〉 

 本人の健康に問題はなさそうだが、欠席が多い、不登校である。 

 遅刻や早退が多い。 

 保健室で過ごしていることが多い。 

 これまで提出してきた宿題をやってこなくなった。 

 表情が乏しくなった、暗くなった。 

 忘れ物が増えた。 

 給食費や教材費などの校納金の支払いが遅れたり、滞納したりするよ

うになった。 

 本来、学校に行っていると思われる時間に学校以外で見かけることが

増えた。 

 クラスメイトや友人との関わりが減った。 

 アルバイトを行う理由が家族のためである。 

 家族の介助やきょうだいの送迎などをする姿をよく見かける。 

 

※詳しくは、（別表）「ヤングケアラー」の早期発見のためのアセスメントシー

トをご参照ください。 
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６ ヤングケアラーの支援方法 

 ヤングケアラーを支援するためには、子どもや家庭の変化に気付き、その変

化が起きた要因（きっかけ）を確認することから始まります。 

調査研究にある子どもの意見には、例えば次のようなものがあります（意見

は各種調査報告等から抜粋。当課調査については、「市調査」と記載。）。 

子どもの意見から、支援を考えてみましょう。 

 

子どもの意見（抜粋） 

① 学校生活での変化を確認できたら 

・睡眠時間も削られてしまうこともあり、授業中眠くなったり、集中が切れ   

 たりすることがよくあるので、気軽に先生方に勉強の仕方や分からないと

ころを質問できるような環境が欲しい。 

 →まずは、その変化理由を本人から聞き取り、ケアによる負担の影響か確  

  認しましょう。 

② 子どもが自分の状況を先生に話したいと思っていたら 

・学校で、もっと先生と本音で話せる機会がほしい。 

・ヤングケアラーにとって、学校は憩いの場である。もっと個人面談を行っ 

 てほしい。 

・自分の悩みを他の人に話せない人もいます。一人で抱え込んだり、それ 

 で孤独を感じたりしてしまいます。自ら言いだすことが難しいので、聞い

てあげて下さい。「大丈夫？」の一言で、安心する人もいると思います。

そういった環境作りを、続けてほしいと思います。（市調査） 

 →子どもに気になる様子が見られましたら、子どもに声をかけたり、話を 

  聞く場を設けたりして、状況を確認しましょう。 

③ ヤングケアラーへの意識 

・先生や他の人がそのこと（ヤングケアラーのこと）にすぐ気づいてあげ 

 る。（市調査） 

 →「ヤングケアラーがいるかもしれない」ということを常に意識しておき 

  ましょう。 

④ 先生以外の相談の場について 

・スクールカウンセラーは子どもが誰でも行けるように行きやすい教室にい

て欲しい。なにより、理解して欲しい。 

 →相談がしやすい環境づくりを心がけましょう。 
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⑤ ヤングケアラーが疑われる子どもを次の支援につなげるために 

・私たちに一番身近な「家族以外の大人」は学校の先生だから、先生に相談 

 したら行政などへ連携して、必要なケアをしてあげてほしい。 

 →相談を受けたら、その思いに寄り添って受け止めましょう。必要に応じ 

  て、こども家庭センターへ通告・相談しましょう。 

⑥ ヤングケアラーが思っていることから考える 

・母が中学まで作ってくれていた晩ご飯を作ってくれなくなったり、食事の 

 買い物をしてくれなくなったりした。きょうだいと協力して家事をしてい 

 る。母親ってどこまでするのが世間一般的な常識なのだろうかと思った 

 が、世間の母親像が見えないので、これは母親の仕事なのかそうでないの 

 かが、いまいち今も分からない。家庭内は見えづらいので支援ってどうや 

 ってやるのかがいまいち掴めない。 

→家庭内のことだから見えないとあきらめるのではなく、支援者が小さな変

化でも敏感にキャッチし、そこから支援に向けて対応を始めるのが重要で

す。また、すぐに解決できると限らないことを理解しつつも、改善に向け

て関係機関が協力することが求められます。 
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７ ヤングケアラー発見から支援へつなぐためのフローチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ヤングケアラーに関する連絡先 

 

 

 

 

 

 

連絡先 相談・通告別 電話番号 受付時間

相談者向け
（相談ダイヤル）

046-221-0181
平日

9：00～17：00

支援者向け
（通告先）

046-225-2244
平日

8：30～17：15

厚木市
こども家庭センター

子ども・家庭に変化があった、ヤングケアラーが疑われる子どもがいる 

本人・保護者等への確認 

ケアが負担になっていると話した ケアが負担になっていないと話した 

こども家庭センターへ通告・相談 

※本人、保護者へは、 

通告または相談することを 

伝えることが望ましい 

継続して様子の確認、聞き取り 

※必要に応じて、 

こども家庭センターへ相談 
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８ 参考文献など 

・子ども・若者育成支援推進法 

・ヤングケアラーの早期発見・ニーズ把握に関するガイドライン（「ヤングケ

アラー」の早期発見のためのアセスメントシート）（三菱 UFJリサーチ＆コン

サルティング） 

・ヤングケアラーの実態に関する調査研究（株式会社日本総合研究所） 

・ヤングケアラーの実態に関する調査研究報告書（三菱 UFJリサーチ＆コンサ

ルティング） 

・多機関・多職種連携によるヤングケアラー支援マニュアル～ケアを担う子ど

もを地域で支えるために～（有限責任監査法人トーマツ） 

・令和４年度厚木市児童・生徒の生活実態に関するアンケート調査報告書（厚

木市） 

・東京都ヤングケアラー支援マニュアル（東京都） 

・ヤングケアラー支援体制強化事業の実施について（子発 0331第 18号令和４

年３月 31日付厚生労働省子ども家庭局長通知） 

・「ヤングケアラー」の早期発見のためのアセスメントシート（別表） 
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  （
別
表
）
「ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」の
早
期
発
見
の
た
め
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト

 

０
．
子
ど
も
本
人
の
基
本
情
報

 
 

初
回
作
成
日

 
 

 
年

 
 

 
 
月

 
 

 
日

 
 

 

性
別

 
 
 
□

 
男

 
 
 
□

 
女

 
 
□

 
そ
の
他
（

 
 
 
 
 
 
 
）

 
 

要
対
協
登
録

 
種
別

 
 

 
最
終
更
新
日

 
 

年
齢

 
 
 
（

 
 
 
 
 
 
）
歳

 
 
 
 

 
 

 
 

 

 １
．
本
来
守
ら
れ
る
べ
き
「子
ど
も
の
権
利
」が
守
ら
れ
て
い
る
か

 
 
－
子
ど
も
と
関
わ
り
の
あ
る
第
三
者
が
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
可
能
性
の
あ
る
子
ど
も
を
発
見
す
る
た
め
に

 
 

①
健
康
に
生
き
る
権
利

 
 

②
教
育
を
受
け
る
権
利

 
 

③
子
ど
も
ら
し
く過
ご
せ
る
権
利

 

□
 
必
要
な
病
院
に
通
院
・
受
診
で
き
な
い
、
服
薬
で
き
て
い
な
い
 
 
 
 
 
★
 

 
□

 
欠
席
が
多
い
、
不
登
校
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★
 

 
□

 
幼
稚
園
や
保
育
園
に
通
園
し
て
い
な
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★
 

□
 
精
神
的
な
不
安
定
さ
が
あ
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★
 

 
□

 
遅
刻
や
早
退
が
多
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★
 

 
□

 
生
活
の
た
め
に
（
家
庭
の
事
情
に
よ
り
）
就
職
し
て
い
る
 
 
 
 
 
 
 
★
 

□
 
給
食
時
に
過
食
傾
向
が
み
ら
れ
る
（
何
度
も
お
か
わ
り
を
す
る
）
 
 
 
 
★
 

 
□

 
保
健
室
で
過
ご
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★
 

 
□

 
生
活
の
た
め
に
（
家
庭
の
事
情
に
よ
り
）
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
 
 
 
★
 

（
そ
の
他
の
気
に
な
る
点
）

 
 
□

 
学
校
に
行
っ
て
い
る
べ
き
時
間
に
、
学
校
以
外
で
姿
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
る
★

 
 
□

 
家
族
の
介
助
を
し
て
い
る
姿
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
る
 
 
 
 
 
 
 
 
★
 

□
 

表
情
が
乏
し
い

 
 
（
そ
の
他
の
気
に
な
る
点
）

 
 
□

 
家
族
の
付
き
添
い
を
し
て
い
る
姿
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
る
 
 
 
 
 
 
★
 

□
 

家
族
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
を
口
に
し
て
い
る

 
 

□
 

授
業
中
の
集
中
力
が
欠
け
て
い
る
、
居
眠
り
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

 
 
□

 
幼
い
き
ょ
う
だ
い
の
送
迎
を
し
て
い
る
姿
を
み
か
け
る
 
 
 
 
 
 
 
 
★
 

□
 

将
来
に
対
す
る
不
安
や
悩
み
を
口
に
し
て
い
る

 
 

□
 

学
力
が
低
下
し
て
い
る

 
 
（
そ
の
他
の
気
に
な
る
点
）

 

□
 

極
端
に
痩
せ
て
い
る
、
痩
せ
て
き
た

 
 

□
 

宿
題
や
持
ち
物
の
忘
れ
物
が
多
い

 
 

□
  
子
ど
も
だ
け
の
姿
を
よ
く見

か
け
る

 

□
 

極
端
に
太
っ
て
い
る
、
太
っ
て
き
た

 
 

□
 

保
護
者
の
承
諾
が
必
要
な
書
類
等
の
提
出
遅
れ
や
提
出
忘
れ
が
多
い

 
 

□
  
年
齢
と
比
べ
て
情
緒
的
成
熟
度
が
高
い

 

□
 

生
活
リ
ズ
ム
が
整
っ
て
い
な
い

 
 

□
 

学
校
（
部
活
含
む
）
に
必
要
な
も
の
を
用
意
し
て
も
ら
え
な
い

 
 

□
  
と
も
だ
ち
と
遊
ん
で
い
る
姿
を
あ
ま
り
見
か
け
な
い

 

□
 

身
だ
し
な
み
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
（
季
節
に
合
わ
な
い
服
装
を
し
て
い
る
）

 
 

□
 

お
弁
当
を
持
っ
て
こ
な
い
、
コ
ン
ビ
ニ
等
で
買
っ
た
パ
ン
や
お
に
ぎ
り
を
持
っ
て
くる
こ
と
が
多
い

 
 

□
  

□
 

予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い

 
 

□
 

部
活
に
入
っ
て
い
な
い
、
休
み
が
多
い

 
 

□
  

□
 

虫
歯
が
多
い

 
 

□
 

修
学
旅
行
や
宿
泊
行
事
等
を
欠
席
す
る

 
 

□
  

□
 

 
 

□
 

校
納
金
が
遅
れ
る
。
未
払
い

 
 

□
  

□
 

 
 

□
 

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
の
か
か
わ
り
が
薄
い
、
ひ
と
り
で
い
る
こ
と
が
多
い

 
 

□
  

□
 

 
 

□
 

高
校
に
在
籍
し
て
い
な
い

 
 

□
  

 ２
．
家
族
の
状
況

 
→

 
「ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」か
の
確
認

 
 
３
．
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
で
あ
る
子
ど
も
の
状
況

 
 
→

 サ
ポ
ー
ト
の
実
態
を
確
認

 
 
４
．
子
ど
も
本
人
の
認
識
や
意
向

 
→

 子
ど
も
自
身
が
ど
う
思
っ
て
い
る
か
の
確
認

 
 

 
 

 
 

①
家
族
構
成
（
同
居
し
て
い
る
家
族
）

 
 

①
子
ど
も
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
相
手

 
 

①
子
ど
も
自
身
が
「ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
か

 

□
 
母
親

 
□

 
父
親

 
 
□

 
母
親

 
□

 
父
親

 
 
□

 
認
識
し
て
い
る

 

□
 
祖
母

 
□

 
祖
父

 
 
□

 
祖
母

 
□

 
祖
父

 
 
□

 
認
識
し
て
い
な
い

 

□
 
き
ょ
う
だ
い
（

 
 
 
 
 
 
 
）
人

 
□

 
そ
の
他
（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
□

 
き
ょ
う
だ
い

 
□

 
家
族
全
体

 
 

②
家
族
の
状
況
や
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
誰
か
に
話
せ
て
い
る
か

 

②
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
家
族
の
有
無
と
そ
の
状
況

 
 
□

 
そ
の
他
（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
□

 
 

 
□

 
話
せ
て
い
る

 
→

 誰
に
：

 
 

□
 
特
に
い
な
い

 
 

 
②
子
ど
も
自
身
が
サ
ポ
ー
ト
に
費
や
し
て
い
る
時
間

 
 
□

 
話
せ
て
い
な
い

 

□
 
高
齢

 
□

 
幼
い
き
ょ
う
だ
い
が
多
い

 
 

1
日

 
 

時
間
程
度

 
 

③
子
ど
も
本
人
が
相
談
で
き
る
、
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
と
思
え
る
相
手
が
い
る
か

 

□
 
障
害
が
あ
る

 
□

 
親
が
多
忙

 
 

③
家
庭
内
に
子
ど
も
本
人
以
外
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
が
い
る
か

 
 
□

 
い
る

 
→

 誰
か
：

 
 

□
 
疾
病
が
あ
る

 
□

 
経
済
的
に
苦
し
い

 
 
□

 
い
る

 
→

 誰
か
：

 
 

 
□

 
い
な
い

 

□
 
精
神
疾
患
（
疑
い
含
む
）
が
あ
る

 
□

 
生
活
能
力
・養

育
力
が
低
い

 
 
□

 
い
な
い

 
 

④
子
ど
も
本
人
が
ど
う
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
か
（
想
い
・希
望
）

 

□
 
日
本
語
が
不
自
由

 
□

 
そ
の
他
（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 

 
 

 

③
子
ど
も
が
行
っ
て
い
る
家
族
等
へ
の
サ
ポ
ー
ト
の
内
容

 
 

 
 

 

□
 
特
に
し
て
い
な
い

 
 

 
 

 
 

□
 
身
体
的
な
介
護

 
□

 
生
活
費
の
援
助

 
 

 
 

 

□
 
情
緒
的
な
支
援

※
 

□
 
通
院
や
外
出
時
の
同
行

 
  
※

 
情
緒
的
な
支
援
と
は

 
精
神
疾
患
や
依
存
症
な
ど
の
家
族
の
感
情
的
な
サ
ポ
ー
ト
の
他
、
 

 
 

□
 
き
ょ
う
だ
い
の
世
話

 
□

 
金
銭
管
理
や
事
務
手
続
き

 
 

自
殺
企
図
な
ど
の
話
な
ど
を
聞
か
さ
れ
る
な
ど
、
子
ど
も
に
と
っ
て
過
大
に
負
担
に
な
る
こ
と
な
ど
を
含
み
ま
す

 
 

 

□
 
家
事

 
□

 
服
薬
管
理
・投

与
 

 
 

 
 

□
 
通
訳
（
日
本
語
・手

話
）

 
□

 
そ
の
他
（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 

 
 

 
 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
 

「
本
来
大
人
が
担
う
と
想
定
さ
れ
る
よ
う
な
家
事
や
家
族
の
世
話
な

ど
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
子
ど
も
」
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
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